
［成果情報名］長崎県における斑点米カメムシ類の発生予察指標植物

［要約］本県における斑点米カメムシ類の発生予察を行うための指標植物としては、水田

周辺の雑草地等におけるメヒシバ・オヒシバおよびエノコログサが適する。
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［背景・ねらい］

近年、斑点米カメムシ類が全国的に多発して、米の主要な格下げ要因となっており、発

生予察による防除対策の確立が望まれている。しかし、現在、斑点米カメムシ類の発生予

察は、イネ科雑草全般を対象とした調査データを基にしているため、ふれが大きい。そこ

で、斑点米カメムシ類の寄主植物を明らかにして指標植物とし、発生予察の精度向上に資

する。

［成果の内容・特徴］

１．一般雑草地では、水田畦畔雑草地より斑点米カメムシ類の発生が多い（図１～３ 。）

２．イネ科雑草のなかではメヒシバ・オヒシバ、エノコログサおよびイヌビエにおいて斑

点米カメムシ類の発生が６月下旬から９月にかけてみられ、餌としての好適期間が長い

（図１～３ 。）

３．メヒシバ・オヒシバでは、すべての主要な斑点米カメムシ類の発生が多い（図１ 。）

４．エノコログサでは、クモヘリカメムシの発生が他の雑草に比べて特に多い。また、他

の斑点米カメムシ類もメヒシバ・オヒシバに比べるとやや少ないが、すべての主要種の

発生がみられる（図２ 。）

５．イヌビエでは、メヒシバ・オヒシバに比べるとやや少ないが、エノコログサと同程度

にすべての主要な斑点米カメムシ類の発生がみられる（図３ 。）

６．発生の地域間差が少ない雑草は、カモジグサ、エノコログサ、メヒシバ・オヒシバお

よびスズメノヒエであるが、ネズミムギやイヌビエは発生を認めない地域がある（デー

タ省略 。）

７．本県における斑点米カメムシ類の発生予察を行うための指標植物としては、主要なカ

メムシ類の発生が多く、雑草発生の地域間差が少なく、また、餌としての好適期間が長

いメヒシバ・オヒシバおよびエノコログサが適する。

［成果の活用面・留意点］

１．調査対象植物の種類を特定することで、発生予察の精度を向上できる。

２．雑草地における生息密度と本田水稲における加害ならびに被害程度の関係を明らかに

する必要がある。



［具体的データ］

一般雑草地 水田畦畔雑草地

図１ メヒシバ・オヒシバにおける主要な斑点米カメムシ類の発生状況
注）捕虫網による 回振りすくい取り当たり捕獲成幼虫数、以下同じ10
注）調査場所：西彼町、諫早市、森山町、国見町、波佐見町、佐世保市、松浦市、平戸市、以下同じ

一般雑草地 水田畦畔雑草地

図２ エノコログサにおける主要な斑点米カメムシ類の発生状況

一般雑草地 水田畦畔雑草地

図３ イヌビエにおける主要な斑点米カメムシ類の発生状況
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